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県
社
協
の 

　

か
な
が
わ
福
祉
人
材
セ
ン
タ
ー
で
は
、
福
祉
施
設

の
人
材
確
保
に
向
け
、
職
員
の
実
情
を
把
握
す
る
た

め
の
調
査
を
例
年
実
施
し
、
基
礎
資
料
と
し
て
ま
と

め
て
い
ま
す
。
昨
年
度
の
調
査
で
は
、
県
内
の
民
間

福
祉
施
設
（
保
育
所
・
老
人
保
健
施
設
含
む
）
千
二

百
六
十
五
施
設
に
調
査
を
依
頼
し
、
四
五
％
に
あ
た

る
五
百
六
十
九
施
設
か
ら
回
答
を
得
ま
し
た
。

　

施
設
の
職
員
数
や
保
有
資
格
、
学
歴
な
ど
の
基
本

調
査
は
次
の
と
お
り
で
す
（
括
弧
内
は
前
年
数
）。

【
職
員
数
】
常
勤
職
員
数
は
平
均
二
六
・
六
人
と
ほ

ぼ
前
年
同
様
だ
っ
た
一
方
、
非
常
勤
職
員
は
六
・
八

（
四
・
〇
）
人
、
パ
ー
ト
職
員
一
〇
・
四
（
八
・
一
）

人
と
、
職
員
全
体
の
三
九
・
二
％
を
占
め
て
い
る
。

【
保
有
資
格
】
延
べ
一
万
七
千
百
六
十
四
人
が
何
ら

か
の
資
格
を
有
し
て
い
る
。
最
も
多
か
っ
た
資
格

は
、
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
二
級
。
次
い
で
保
育
士
、
介

護
福
祉
士
の
順
。

【
採
用
数
】
新
規
採
用
は
、
延
べ
三
千
六
百
六
十
七

人
で
、
一
施
設
あ
た
り
四
・
六
（
三
・
八
）
人
と
、

一
昨
年
（
十
三
年
度
）
の
四
・
七
人
に
ほ
ぼ
近
い
数

値
に
回
復
。
採
用
者
の
学
歴
は
、
短
大
・
専
門
学
校

卒
が
減
少
し
、
大
卒
が
伸
び
を
示
し
て
い
る
。

【
賃
金
】
初
任
給
平
均
は
、
大
卒
で
十
七
万
三
千
三

百
八
十
四
円
、
短
大
・
専
門
学
校
卒
は
十
六
万
三
千

五
百
五
十
円（
い
ず
れ
も
本
俸
）。
増
加
に
転
じ
た
前

年
の
調
査
か
ら
一
転
し
て
減
少
傾
向
と
な
っ
て
い

県
内
六
割
の
施
設
が
積
極
的
に
中
高
年
を
採
用

－

十
五
年
度
「
人
材
確
保
に
関
す
る
需
要
調
査
」
か
ら－

る
。
一
方
、
パ
ー
ト
職
員
の
時
給
の
全
体
平
均
に
つ

い
て
は
、
前
年
よ
り
僅
か
な
ら
が
増
加
に
転
じ
た
。

　

昨
年
度
は
こ
の
他
、
十
四
年
度
に
お
け
る
四
十
歳

以
上
の
中
高
年
の
雇
用
状
況
に
つ
い
て
も
調
査
を
行

い
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
中
高
年
を
採
用
し
た
こ
と

が
あ
る
福
祉
施
設
は
全
体
の
六
四
・
九
％
で
、
採
用

理
由
に
つ
い
て
は
、「
人
物
が
優
れ
、
福
祉
に
適
正
を

得
た
人
で
あ
っ
た
た
め
」
が
四
四
・
八
％
。
次
い
で

「
福
祉
の
専
門
家
と
し
て
知
識
、経
験
が
豊
富
」、「
経

営
上
、非
常
勤
・
パ
ー
ト
の
採
用
に
あ
た
り
中
高
年
層

が
分
か
り
ま
し
た
。
ま
た
、
福
祉
分
野
の
資
格
を
持

ち
業
務
経
験
が
な
い
中
高
年
で
あ
っ
て
も
、
一
般
常

識
・
マ
ナ
ー
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
経
験
、
今
日
的
な

福
祉
動
向
へ
の
理
解
が
あ
れ
ば
、
採
用
が
期
待
で
き

る
と
の
回
答
も
得
ら
ま
し
た
。

　

福
祉
人
材
セ
ン
タ
ー
で
は
こ
う
し
た
結
果
を
受

け
、
講
座
や
職
場
体
験
の
機
会
な
ど
を
通
じ
、
福
祉

人
材
を
確
保
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

（
福
祉
人
材
課
）

の
採
用
が
ふ

さ
わ
し
い
」、

「
福
祉
分
野

以
外
の
知
識

・
経
験
が
豊

富
」
の
順
と

な
っ
て
い
ま

す
。
採
用
結

果
に
つ
い
て

は
下
表
の
と

お
り
で
、
概

ね
良
好
な
結

果
が
得
ら
れ

て
い
る
こ
と

中高年を採用した結果（複数回答）

十分に能力を発揮してもらっている 
全体として評価できる結果となっている 
企業の知識や経験が業務上役立つ結果となっている 
福祉専門知識が十分生かされている 
職場の活性化に役立つ結果となっている 
何ともいえない 
職員の年齢構成の是正等に役立っている 
幹部職員として良い結果を得ている 
あまり良い結果が得られていない 
その他 
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会会議議、、研研修修、、研研究究、、講講演演会会等等にに
県県社社会会福福祉祉会会館館のの多多目目的的ホホーールルををごご利利用用くくだだささいい!!!!

【場　　　所】〒２２１－０８４４　横浜市神奈川区沢渡４－２（横浜駅下車・徒歩１５分）
【収　　　容】①シアター形式：約６００名（内固定席３階８１席）②スクール形式：約３００名
　　　　　　　※控え室もございます（使用料別途）
【利 用 対 象】どなたでも利用できます。但し、営利目的や会館の主旨や設備維持等に適さ
　　　　　　　ない場合はお断りする場合があります。
【利 用 日 時】原則第三日曜日、年末年始、施設点検日以外の、９時～１７時まで
【利　用　料】①全日：平日７３，１００円、休日１００，４００円　②午前：平日３５，９００円、休日５０，２００円
　　　　　　　③午後：平日４４，５００円、休日６３，１００円（機材等使用料別途）
　　　　　　　※本会会員の場合減免が受けられます。また、入場料徴収の場合は別料金と
　　　　　　　なります。
【申込み方法】①利用日の３カ月前から電話又は来館にて仮予約受付開始、②利用日前週木
　　　　　　　曜日までに来館の上申込書を記入（FAX・郵送不可）

お問合せ…本会総務課　会館受付　�045－311－1421・FAX045－312－6302


